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　 1※今後の行政等の協議により変更となる場合がございます。



　 2※今後の行政等の協議により変更となる場合がございます。



　 3※今後の行政等の協議により変更となる場合がございます。
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　 4※今後の行政等の協議により変更となる場合がございます。



　 5※今後の行政等の協議により変更となる場合がございます。
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　 6※今後の行政等の協議により変更となる場合がございます。



　 7※今後の行政等の協議により変更となる場合がございます。



　 8※今後の行政等の協議により変更となる場合がございます。



(1) 新宿区都市マスタープラン（四谷地域）
●景観まちづくりの方針
・明治神宮聖徳記念絵画館等の歴史的建造物を中心とした眺望景観や
　新宿御苑からの良好な眺望景観を保全します。
・新宿通りにみどりあふれる快適な歩行者空間の創出や沿道建物等の
   景観誘導を行い、賑わいと魅力あふれる沿道景観を形成します。

地域のまちづくり方針
・

・

・

・

・

土地利用·市街地整備
四谷地域の拠点の整備を進めます。
住機能と業務商業機能の調和を図ります。
住宅地の修復型のまちづくりを進めます。
道路·交通
幹線道路における歩行者空間の整備を進めます。
安全·安心まちづくり
まちの防災性の向上を図ります。
みどり·公園
水とみどりのネットワークの形成を図ります。
都市アメニティ
歴史的·文化的資源を活かしたまちづくりを推進します。

(2) 新宿区景観まちづくり計画
『新宿御苑みどりと眺望保全地区』の景観形成方針

(3) 新宿区景観ガイドライン（1-9 内藤新宿エリア、1-10 新宿御苑・内藤町エリア）

※
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角地に建つ昭和8（1933）年竣工の歴史的建造物で、エ
リアのランドマークとなっています。アールデコ調の装
飾をふんだんに使い、装飾性の豊かな低層部分の上に、
外観の柱で垂直線を強調した上層部分が続いています。

花園小学校や花園
公園を中心に、住
環境にも配慮した
落ち着いたまちな
みが望まれます。

モール化にあたってはみ
どり豊かで楽しく歩ける
景観を創出する。

新宿通り沿道では高層化が進み、すぐ
裏側にある新宿御苑の気配をエリア内
で感じることは難しくなっています。
しかし、新宿御苑に突き当たる直線道
路からは、御苑のみどりがアイストッ
プとなっています。

地域を象徴する建築物

保護樹木（区みどりの条例）
連続するみどり

まとまったみどり

視線方向・重要な軸線

幹線道路

公園
境内地

【凡例】

独立住居

集合住宅

住商併用建物

専用商業施設

宿泊遊興施設

その他施設(事務所等)

景観上重要な交差点

まちなみの大幅な変化
が予想される場所
エリア境界

※

景観上重要な道路

※土地利用現況図(用途別)H14年度

歴史的な景観の保全が
必要な建築物

伊勢丹

名曲喫茶
ランブル

末広亭

歴
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新宿通り沿いの建築物は、高さは31ｍ程度
のものがほとんどで、壁面線が
としたまちなみとなっています。人通りも
多く、新宿区の骨格となる通りとなってい
ます。

戦後の戦災復興区画整理事業で、交差点で
は大きくすみ切りをしました。建築物は、
このすみ切りをいかしてコーナーに意匠的
配慮をしたものが多く、特徴的な景観を創
出しています。また、区画整理で生じた直
線道路は見通しがよく、整ったまちなみと
なっています。

エリアは西側の繁華街と東側の住商混在地
区に分かれ、同一の道路基盤にも関わらず、
建築物の形態意匠が異なり、まちなみに変
化を与えています。また、建築物の正面が
集中する道路と、裏側が集中する道路でも
まちなみに違いがあります。

１.壁面線のそろった新宿通り ２.すみ切り交差点 ３.建物用途の偏りと混在

景観特性

江戸時代には、宿場町「内藤新宿」が立地していました。現在は新宿通りを中心に業務・
商業・居住機能が混在しています。戦後に、戦災復興区画整理事業が実施されたため、整
った道路基盤となっています。新宿駅に近い西側は商業施設が多く、賑わいあふれるまち
なみに、また、四谷方面の東側は住宅が多く、落ち着いたまちなみとなっています。

内藤新宿エリア

聖徳記念絵画館の
眺望の保全に関する
景観誘導区域

甲州街道
花園通り

り
通
西
苑
外

り
通
治
明

靖国通り

花園公園

花園小学校

り
通
要

り
通
仲

新宿通り

花園通り

伊勢丹本館

り
通
大
苑
御

新宿御苑

S = 1 : 7000
0 50 100 200m

【景観資源】
（都指定文化財等）

（区指定文化財等）

歴史に関わる資源歴

文化に関わる資源

スカイラインや軒線などの水平方向の連続性
に配慮する

壁面や植樹帯、街灯の配置を整える

壁面線に沿って
街路樹を植える

4つのコーナーで一つのまちかどをつくる

風格のある新宿通りと整った道路基盤をいかした整然としたまちなみへ

1.賑わいと風格のある新宿通りの沿道景観をつくる

2.整った道路基盤による整然としたまちなみをつくる

新宿の賑わい交流の骨格である新宿通りと沿道建築物と
が調和した、賑わいと風格のある新宿通り沿道の景観形
成を図る。

区画整理による整った道路基盤をいかし、整然としたま
ちなみをつくる。

■ スカイラインの連続性に配慮する
■ 壁面線の連続性に配慮する
■ 壁面の分節化を図り、長大な壁とならないよう配慮する
■ 軒線の連続性に配慮する
■ 屋上広告物は、設置しないようにするか、建築物と一体的に
計画し、周囲からの見え方に配慮する

■ 壁面線の連続性に配慮する／後退する場合は、照明や植栽帯によ
り既存の壁面線を継承する

■ 壁面の分節化を図り、長大な壁とならないよう配慮する

新宿通り沿道の建築物の形態意匠の調和を図るとともに、区画整理された
場所における、賑わいと住み心地の調和したまちなみを創出する。

景観形成の目標

景観形成の方針

景観形成の考え方

具体的な方策

景観形成の考え方

具体的な方策

景観形成の考え方

具体的な方策

3.コーナー部分をいかした魅力的なまちかどをつくる

区画整理により生じた比較的大きなすみ切り部分をいか
し、建築物の形態意匠を工夫し魅力的なまちかどを創出
する。

■ コーナー部に面した場所には、エントランス等開口部を設ける
■ コーナー部に面した建築物の各面は、調和した意匠とする

多武峯神社

１.みどりで囲まれた景観 ２.あふれ出すみどり ３.みどりあふれる良好な住宅地
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聖徳記念絵画館の眺望の保全に
関する景観誘導区域

【凡例】

歴史的な景観の保全が
必要な建築物

見え方を確認する眺望地点

眺望点

神社

寺

公園

重要なみどり

連続するみどり

御苑の借景

視線方向・重要な軸線

景観上重要な道路

幹線道路

玉川上水（偲ぶ流れ検討中）

高層建造物

中層建造物

旅館・ビジネスホテル
（新宿四丁目）

エリア境界

保護樹木（区みどりの条例）

まとまったみどり

【凡例】
（都指定文化財等）

歴 歴史に関わる
資源

歴史に関わる
資源

（国指定重要文化財等）

歴

歴 旧御涼亭（台湾閣）

新宿御苑
旧洋館御休所歴

1-10 新宿御苑・内藤町エリア
江戸時代には高遠藩内藤家の下屋敷がありました。明治時代以降に、その大部分は宮内省
の管理となり、新宿御苑として整備されました。新宿御苑内からのみどりに囲まれた眺め
や、周囲から新宿御苑のみどりへの眺めなど、新宿御苑のみどりは貴重な景観資源となっ
ています。また、屋敷地の一部は内藤町となり、みどりの多い良好な住宅地となっていま
す。

景観特性

新宿御苑は広大な敷地の大部分が芝生で覆
われ、周囲は高木で囲まれています。樹木
と空に囲まれた、都心では貴重な見晴らし
景観が得られます。

新宿御苑のみどりは隣接する道路にもあふ
れ出しています。そのため、北側の道路沿
いからは、豊かなみどりを感じることがで
きます。

新宿御苑の東隣である内藤町では、新宿御
苑の豊富なみどりを背景に、古くからの樹
木、新しい生垣や植栽などがあり、深みの
あるみどり豊かな景観となっています。特
に多武峯神社周辺には、古くからの樹木が
集中しています。
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寺院に隣接し、旅館や
ビジネスホテルが建ち
並ぶ特徴的なまちなみ
となっています。

新宿御苑は中央に広大な眺め
の軸を持っています。一方は
東京タワー、一方は新宿副都
心に向かう、東京を代表する
眺めが得られます。 新宿御苑の北側の散策路

には、かつて玉川上水が
流れていました。玉川上
水を偲ぶ流れの創出が検
討されています。

外苑西通り

新宿通り

甲州街道

天龍寺

り
通
治
明

新宿御苑

多武峯神社周辺の緑

崖線周辺の緑

甲州街道

新宿御苑

り
通
西
苑
外

内藤町

多武峯神社

都市
計画
道路
環状
第5
の1
号線
(幅
員1
4～
35ｍ
)

旧御凉亭（台湾閣）

S = 1 : 10000
0 50 100 200m

S = 1 : 4000
0 50 100m

苑
御
宿
新

α α
β β

新宿御苑のみどりへの眺めに配慮
する

α／βをなるべく小さく抑える

みどりで包まれた新宿御苑からの眺めを保全
する                                                      

みどりとにぎわいが調和した通り

御苑に隣接した街区での建物配置の工夫例

景観形成の目標

新宿御苑を中心としたみどりに包まれたまちなみへ
新宿御苑内からの眺望景観を保全するとともに、新宿御苑に隣接する道路
や内藤町ではみどり豊かな景観の形成を図る。

景観形成の方針

1.新宿御苑からの眺めを保全する
景観形成の考え方

新宿御苑周辺の建築物や工作物は新宿御苑からの眺め
に配慮したものとし、みどりで囲われた景観を保全す
る。
具体的な方策
■ 新宿御苑内の眺望点や各視点場からの眺めに配慮した形態意匠
とする

■ 新宿御苑から見える建築物や工作物の色彩は、みどりと調和し
た落ち着いたものとし、特に、彩度の高いものは避ける

■ 新宿御苑から見える範囲に、屋上広告物を設置しない

2.新宿御苑と調和した周辺の景観をつくる
景観形成の考え方

具体的な方策

新宿御苑北側の通りを、新宿御苑と調和したまちなみ
とする。

■ 素材や色彩はみどりと調和した落ち着いたものとする
■ 新宿御苑からの連続性に配慮した緑化を行う

3.内藤町のみどり豊かで良好な住環境を維持する
景観形成の考え方

具体的な方策

新宿御苑と隣接した、みどり豊かで潤いのあるまちな
みを将来に渡って継承する。

■ 既存樹木を保全する
■ 新宿御苑への眺めに配慮した配置とする
■ 外苑西通り沿道では後背の住宅地側に空地をとり積極的に緑化
する

■ 色彩や素材はみどりと調和した落ち着いたものとする
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●四谷地域まちづくり方針
地域の将来像
・歴史と文化の香りあふれ、多くの人が集う夢のまち

　 9※今後の行政等の協議により変更となる場合がございます。



１階平面図

計画名称：（仮称）新宿一丁目計画
敷地面積：1,183.06 ㎡
計画地　：東京都新宿区新宿 1丁目 1番地
建築面積：約 980 ㎡
延床面積：約 9,528 ㎡

高さ：約 48.40m
階数：11 階建
用途：事務所、店舗
着工：2026 年 2月
竣工：2028 年 2月

　 10※今後の行政等の協議により変更となる場合がございます。



　 11※今後の行政等の協議により変更となる場合がございます。



　 12※今後の行政等の協議により変更となる場合がございます。



　 13※今後の行政等の協議により変更となる場合がございます。



　 14※今後の行政等の協議により変更となる場合がございます。



　 15※今後の行政等の協議により変更となる場合がございます。



　 16※今後の行政等の協議により変更となる場合がございます。



•

•

•

　 17※今後の行政等の協議により変更となる場合がございます。



　 18※今後の行政等の協議により変更となる場合がございます。



　 19※今後の行政等の協議により変更となる場合がございます。



測定点B測定点B測定点A測定点A

　 20※今後の行政等の協議により変更となる場合がございます。



測定点C測定点C

測定点D測定点D

北側
隣地建物

南側
隣地建物

（低層部のみ測定。上部の外壁色は特定出来ず。）

　 21※今後の行政等の協議により変更となる場合がございます。



15:00
13:0014:00

11:00
10:00

9:00

■光輝合金アルミパネル

　 22※今後の行政等の協議により変更となる場合がございます。



8：00 12：00 16：00

夏至
6月 21 日

秋分
9月 23 日

冬至
12月 22 日

南

南

南

78.4 度

55 度

31.6 度

評　価

太陽高度が高いため、
昼 12時の返照の割合は
少ない。

秋分は 8：00 ～ 12：00
までの時間帯で建物南東
部の返照がみられる。
朝 8時が最も返照の割合
が大きい。

冬至は 12：00 に建物
南東部の返照がみられる。
昼 12時が最も返照の割合
が大きい。

　 23※今後の行政等の協議により変更となる場合がございます。



南側隣地建物に合わせた案北側隣地建物に合わせた案

　 24※今後の行政等の協議により変更となる場合がございます。



　 25※今後の行政等の協議により変更となる場合がございます。



　 26※今後の行政等の協議により変更となる場合がございます。



　 27※今後の行政等の協議により変更となる場合がございます。


